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てきた(Garavan et al., 1999, PNAS)。しかし、






























１．機能的 MRI 実験（n=22） 
 本実験では図１に示したGo/NoGo課題を用いた。
本実験におけるGo試行はNoGo刺激と出現頻度が
同じである rare-Go 試行（rGo 試行）と出現頻度
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